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定期総会は書面協議で実施 

今年度定期総会は、新型コロナウイルス感染拡大予防として、昨年に続き、書面協議を実施多くの 

方々に書面評決を頂きました。厚く御礼申し上げます。微力ながら“会員皆様が共住し、安心・安全に  

住み続けることができる街創り”を目指して役員一同努めてまいります。 

さて、昨年度の町内会行事は、残念ながら中止・延期などの対応を取らざるを得ない状況でした。一日

も早い新型コロナ終息を願うと共に、各行事の活動が再開出来ましたら、皆様と大いに盛り上げて     

行きたいと考えております。 

今年度の役員は以下の通りです。一同、一丸となって町内会活動に取り組んでまいります。引き続き、

皆様のご支援・ご協力をお願い申し上げます。                    (町内会会長 山下 勝博) 
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近藤 秀雄 監事 川上  博 監事 

いまだ新型コロナウイルス感染収束の兆しが  

みられない状況下、大規模な催物を開催する   

ことは難しいとの判断で中止としました。なお、  

「七夕飾り」(６月下旬～７月中旬)、「ホタル観賞会」

と「カブト虫・クワガタ採取」(７月)は実施予定して 

おります。 
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この度、守谷市まちづくり協議会事業提案制度に

基づき、1 月 28 日に互助輸送のための、市の公用

車両がみずき野に配置されました。みずき野地区の

方々を対象としたお買い物アンケート（2020 年 5 月）では、回答して  

いただいた 309 人の方のうち 159 人の方がお買い物サポートを希望  

されています。今のお買い物の交通手段は自家用車が 84.5％と   

圧倒的に多く、自転車と徒歩が続き、公共交通機関を利用される方は

非常に少ない中で､自動車運転免許を返上した後、自力でのお買い物

が難しくなるといった将来の不安を感じておられる声がたくさん      

あります。互助輸送のための公用車両を核として、共助によるお買い物

サポート体制の充実をはかり、みずき野地区のお買い物

に困っておられる方のお力になりたいと考えております。

お買い物サポートを希望される方、或いはお買い物   

サポート役としてご協力いただける方は下記までご連絡

ください。                      

連絡先 みずき野集会所内  

みずき野地区まちづくり協議会事務局 

☎ 0297-48-2971 

 

広報サークル（澤田康志代表）は 31 名の会員が、

市の広報誌や町内会報、回覧などの資料を町内   

１１７戸の班長宅へ届ける活動を行っています。 

当初、資料は各班長が集会所まで取りに行っていました。その後、町内会の役員が軽トラで班長宅へ 

配達していた一時期を経て、みずき会の有志がその活動を引継ぎ、長いことみずき会のサークルと して

続いてきましたが、数年前に町内会のボランティア組織となりました。 

会員は毎月 10 日と 25 日（原則）の 2 回集会

所に集まり、資料の丁合、袋詰めなどの作業を

行った後､各班長宅へ自転車で配達に回って

います。                 (広報委員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お買い物サポートの紹介 
 

出発式の様子 

広報サークルの紹介 
 

9 時集合 資料の丁合 袋詰め 分担決定 自転車で出発 資料を班長宅へ 

 

○どんな点に気を遣いますか。 

・風雨の強い日の水濡れ防止や不在連絡時

の取り置きの対応などには特に気を付けて

います。 

〇サークルの課題はなんですか。 

・高齢で辞める人の補充が難しいことです。

60 歳代で平日お手伝いいただける方の  

参加をお待ちしています。 

 

広報サークル会員の皆さん 

広報誌・町内会報 



3 

 

 

 

 

「みずき野ひろばリノベーションプロジェクト」により、外装・内装が一新されたみずき野ひろばの前で   

3 月 14 日（日）午前 11 時からお披露目会が開催されました。このプロジェクトを企画したシェアハウスの    

大学生たちや、プロジェクト作業に取り組んだ郷州小学校の生徒たちが一堂に会し、このプロジェクトを 

始めた動機やこれまでの作業の思い出などが語られ   

ました。当日は「ふるさとみずき野朝市」も開催される中、

みずき野ひろばの内装見学会も行われました。 

(広報委員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 2 月に製作した縄跳び台が経年 

劣化により機能低下が著しく､中にはコンパネ

板が折れて使えないものもあり､まちづくり  

協議会の予算で、4 月 15 日(木)から「ものずき会」の 

力により新しく６台を製作しました。 

ものずき会のリーダーである西村さんが縄跳び台で

必要なコンパネ板､角材､防腐剤､ボルト､ナットや  

組立て加工の事前準 備を して製作にとり か か り    

ましたが､完成するまでに延べ４日かかりました。岩瀬

校長先生は､とても喜んでくれました｡一番喜んだのは

生徒でした。                  (広報委員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みずき野ひろばリノベーションプロジェクトお披露目会 
 

シェアハウスの大学生と郷州小学校生 

 
 

ものずき会 
千葉さん  西村さん 青木さん  
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守谷市の提案の下､令和元年 8 月 29 日､“みずき

野地区まちづくり協議会”を設立いたしました。 

みずき野地区まちづくり協議会は現在 18 団体の 

構成委員から成り立っております｡  

５月号では、｢学生プロジェクト｣をご紹介します。 

 

守谷市が企画する“学生が輝くまち”再生プロジェクトに応募してみず

き野のシェアハウスに住んでいる大学生たちが地域になじみ、それぞれ

の活動を通じて地域貢献できるよう支援しています。学生たちは    

これまで夏祭りの運営、預かり保育ボランティア、日曜寺子屋での指導、

みずき野思い出マップ作り、スポーツサークルへの参加など活動して 

きましたが、新型コロナの感染拡大により昨年度は大幅に活動が制限 

されてしまいました。そんな中でも街のために何かやりたいという    

気持ちは強く、ATM 跡地の「みずき野ひろば」の開設準備にあたっては外壁の塗装作業に汗を流しました。 

その後、みずき野ひろばをより魅力的にしようと、シェアハウス学生が中心となって内外壁のリノベー  

ションを自主的に企画し、郷州小学校や筑波大学、北守谷のシェアハウス大学生の協力も得て完成   

させました。（詳細は「広報もりや 2021.4.10」や町内会

ホームページをご覧ください） 

現在でも依然としてコロナによる自粛が余儀なくされ

ていますが、今年もできることを模索しながら少しでも

地域に貢献できるよう学生たちの活動を支援して   

まいります。 

＜シェアハウス入居学生のご紹介＞ 

守谷市の協力によりスタートしたシェアハウスも５年目に入り、これまでに１４名の学生たちが

社会に巣立ちました。今年度は新たな入居者５名（写真※）を迎え計８名でスタートしました。 

５名のうち４名は開智国際大学の一年生で、皆さんハンドボールの実力のある選手です。コロナ

のため活動には制約がありますがスポーツイベントなどに若い力を発揮し､みずき野を盛り上げて   

いただければと期待しています。街で出会ったら声をかけてあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（敬称略／【 】：出身） 

 

 会 長  山 下 勝 博 

事務局  泉   正 男 

 

（学生プロジェクト代表 松本 典幸） 

3丁目 5丁目 5丁目 

新井 

【埼玉】 

筑波大学 

佐藤※ 

【福岡】 

開智国際大学 

小笠原※ 

【宮城】 

開智国際大学 

草野※ 

【福島】 

開智国際大学 

玉川※ 

【山梨】 

開智国際大学 

岩端※ 

【大阪】 

筑波大学 

上野 

【千葉】 

筑波大学 

大学院 

春藤 

【静岡】 

筑波大学 

大学院 

みずき野ひろばのリノベーション 

日曜寺子屋 

鯉
の
ぼ
り
の
準
備 


